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１ ポートエッセイ  ―変わる中国・韓国の姿勢 

文化・地方交流に前向きメッセージ― 

                  ～日本港湾振興団体連合会会長(新潟市長) 篠田 昭～ 

２ トピック 

 

●航路調査船「べいさーち」の外洋航行訓練 

（関東地方整備局東京湾口航路事務所） 

 

●東京みなと祭りに参加しました！ 

（関東地方整備局東京港湾事務所） 

 

●海ネット総会の開催報告 

（瀬戸内・海の路ネットワーク推進協議会事務局） 

 

●みなとオアシスがまごおりにて今年もワクワークフェスティバル開催!! 

 

（蒲郡市 企画部 企画政策課） 

 

●室蘭港でフェリー試験入港 ～３年後の航路就航を目指して～ 

               （室蘭市 港湾部 総務課） 

 

３ お知らせ 
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先月２７日、静岡市清水港で日本港湾協会の今年度総会が盛大に開催された。私も日本港湾振興

団体連合会の立場で出席し、夕方の懇親会で挨拶をさせていただいた。 

 「全国津々浦々にアベノミクス効果を」と安倍首相はよくおっしゃるが、残念ながらそれを実感

している地域はいまもって少ない。しかし、昨年の総会が消費増税直後だったこともあってやや元

気のない地域が目立ったのに比べ、今年の総会の方が明るさを感じさせたように思う。 

日本の元気を引き出しているのは外国人観光客のようだ。「絶好調」の東京や京都ほどではない

が、外国人の姿が全国各地で確実に増えている。特に中国からの観光客の急増が顕著だ。 

心配な状況が続いていた日中関係も、観光関係者ら３千人を率いて訪中した自民党の二階総務会

長が歓待されたように、中国首脳の姿勢に大きな変化が出てきた。 

これを予感させる動きが「東アジア文化都市」事業でも見られた。この事業は国同士がぎくしゃ

くしている日中韓の関係を、文化交流・地方都市同士の交流から改善しようと昨年から始まったも

ので、昨年の横浜市に次いで今年は新潟市が日本代表都市に選ばれた。パートナー都市は中国が青

島市、韓国が清州市となった。 

２月から３月にかけて３都市でオープニングイベントが相次いで開かれた。清州市でも「東アジ

ア文化都市」が韓国で広く紹介されたが、驚いたのは青島市でのオープニングイベントが地元紙は

もとより中国全土に大きく報道されたことだ。 

「中国の対日姿勢が間違いなく変わってきた」ことが実感される出来事だった。習近平政権の方

針転換はその後より明確になってきた。 

各地の港湾振興を図る上でも日中韓の関係改善は欠かせない要素だ。今後、少なくとも経済関係

の改善は続くのではないか。その中で困ったことは日本の全国マスコミが東アジア文化都市事業な

どをさっぱり報道しないことだ。昨年の横浜市の担当職員も「日本が一番報道しない」とこぼして

いたが、今年もその状況が続いている。 

「中韓がこれだけ報道しているのに、日本の全国マスコミが取り上げないと、日本が中韓との関

係改善に後ろ向きだ、との誤ったメッセージにつながりかねない」と日本の文化関係者も気をもん

でいる。東アジア文化都市事業のメインは夏になるが、この時に日本でも中韓並みの報道になるの

か、外国人観光客の動向と共に気になっている。 
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●航路調査船「べいさーち」の外洋航行訓練 

（関東地方整備局東京湾口航路事務所） 

 

５月２０日、本年配備された新造の航路調査船「べいさーち」が外洋航行に備え、より航行の安

全性を高めるために館山港まで航行訓練を実施しました。 

 実施にあたっては館山市及び千葉県のご協力をいただき、訓練当日は、館山市役所職員の方から

温かく迎えられ、館山市役所のフェイスブックにも紹介していただきました。 



 

 

 

 

●「第６７回 東京みなと祭」に参加しました！ 

(関東地方整備局東京港湾事務所） 

 

５月２３日（土）、２４日（日）の両日、晴海客船ターミナルにて「第６７回東京みなと祭（主

催：東京みなと祭協議会）」が開催されました。 

本イベントは昭和 16 年 5月 20 日に国際貿易港として開港した『東京港』の開港記念日を祝して

行われています。普段立ち入れない船舶の船内見学、消防艇や消防ヘリコプターによる迫力満点の

ショーや東京港関係者の出展ブースがあり、毎年多くの来場者で賑わっています。（前回来場者約

９万人） 

当事務所からは毎年、事業紹介ブースを出展させて頂いており、国際海上コンテナターミナル整

備事業を始め、臨港道路（南北線）整備事業、東京ゲートブリッジ整備事業など、事業の実施内容、

意義、重要性をお伝えしています。今年も多くの方々に来場頂き、ブース内は大盛況となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  歓迎してくださった館山市職員の方々 

 

館山城をバックに館山港内を航走する 

航路調査船「べいさーち」 

イベント会場

の様子 

 



●海ネット総会の開催報告 

（瀬戸内・海の路ネットワーク推進協議会事務局） 

 

5 月 22 日（金）広島県福山市において、瀬戸内・海の路ネットワーク推進協議会 平成 27 年度

総会を開催いたしました。総会には瀬戸内海沿岸各地から 22 市町の首長と、会員である各自治体

及び地方整備局等の関係者約 160 名が参加し、盛大な総会となりました。第 1部では、事業計画や

決算・予算、役員改選案等について審議し、満場一致で承認されました。また今年度から新たに始

めた海ネットイベントプランコンテストに対する授賞式を行い、受賞した 3 県市町の栄誉を表彰し

ました。第 2 部では、「瀬戸内海の魅力発信によるクルーズ振興が地域を変える」と題して、大阪

大学大学院教授 赤井伸郎氏よりご講演をいただきました。第 3部では第 9 回瀬戸内海首長サミッ

トを開催し、22市町の首長、来賓及び国土交通省関係者が、「クルーズ振興のための連携促進に向

けて」をテーマに議論を行いました。瀬戸内の多島美を活かした独自のクルーズ文化の確立や、瀬

戸内の魅力のさらなる発信等について活発な議論が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●みなとオアシスがまごおりにて今年もワクワークフェスティバル開催!! 

（蒲郡市 企画部 企画政策課） 

 

５月１７日（日）に、愛知県蒲郡市のみなとオアシスがまごおりにて、第３回ワクワークフェス

ティバルが開催されました。 

当日は市内外 5,500 人の方にみなとオアシスがまごおりにお越しいただき、潮風を感じられる海

辺の賑わい空間を堪能されていました。 

 

 

 

 

 

 

 

総会の様子 首長サミットの様子 

ワクワークフェスティバルの様子 

 



●室蘭港でフェリー試験入港 ～３年後の航路就航を目指して～ 

 

（室蘭市 港湾部 総務課） 

 

室蘭港と宮古港を結ぶフェリー航路を検討している川崎近海汽船所有の「シルバークィーン」が、

新航路開設に向けたトライアル入港として、５月２１日（木）夕方、室蘭港フェリーふ頭第３・４

岸壁に接岸しました。 

 本船舶は、実際の航路就航が実現した場合の運航船の選択肢の一つとなっていることから、この

日は、船体の各設備と岸壁側の施設などの位置や幅、車両の乗り降りの可否を確認したほか、右前

方部のサイドランプを実際に下ろす等、各所を点検し、約２時間後に出港しました。 

 今回のトライアル入港により、船体後方のランプウェイと岸壁側の可動橋の位置にずれが生じて

いる事等が判明したことから、今後も引き続き、フェリーターミナルの整備も含めた各課題解決に

向けて協議を進め、また航路就航に向けた貨物の確保、旅客の掘り起こしについて、本市だけでな

く西胆振全体で取り組み、航路就航実現を目指して、受入体制を整えていきたいと考えております。 
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◇ 「第４回深日港活性化イベント深日港フェスティバル」 

実施内容：航路の廃止に伴い、賑わいをなくした深日港の活性化に向けて港の特性を活かした様々

なイベントを開催する。 

開催日時：平成２７年６月２８日（日）１１：００〜１５：００ 

開催場所：大阪府泉南郡岬町深日港界隈 

主催者名：深日港活性化イベント実行委員会（事務局：岬町まちづくり戦略室） 

お問い合せ：大阪府岬町まちづくり戦略室 TEL072-492-2775 

Webページ：http://www.town.misaki.osaka.jp/ 

供用式典 

室蘭港に係留したフェリー 

 

 

フェリー船体 

 



◇ 「豊橋みなとフェスティバル2015」 

実施内容：多くの皆様に「みなと」に親しんでもらうとともに、「みなと」の重要性や役割、港湾

整備への理解を深めてもらうことを目的に、毎年「海の日 (7月第3月曜日) 」に開催。 

大型船舶の一般公開、三河港クルーズ、ポートバスツアー、マリンステージ等を実施予

定。 

開催日時 ： 平成27年7月20日(月・海の日) 午前10時〜午後6時 

開催場所 ： 1. ポートインフォメーションセンター カモメリア一帯 

2. ライフポート会場 

※豊橋駅前からイベント会場へは無料シャトルバスあります。 

主催者名 : 豊橋みなとフェスティバル実行委員会 

お問い合せ :豊橋みなとフェスティバル実行委員会事務局（豊橋商工会議所）TEL 0532-53-7211 

Web ページ :http://www.toyohashi-cci.or.jp/event/minatofes/ 

 

◇「第13回男鹿日本海花火 Rhythm&Dance〜世界の踊り〜」 

実施内容：大曲の花火でも数々の受賞歴のある北日本花火興業が花火を手がけ、約1万発の花火が

一貫したテーマ、オリジナリティーとストーリー性の高い演出のもと夜空を彩る。 

開催日時：平成27年8月14日（金） （花火打上開始19:30〜終了予定21:00） 

※延期の場合は8月15日（土） 

開催場所：ＯＧＡマリンパーク 

主催者名：男鹿日本海花火実行委員会 

お問い合せ：男鹿日本海花火実行委員会事務局（男鹿市観光商工課内）TEL 0185-24-9142 

Webページ ： http://www.oganavi.com.hanabi/（男鹿日本海花火公式ホームページ） 

 

◇「第３０回記念温海トライアスロン大会」 

実施内容： 水泳1.5km、自転車40km、マラソン10kmのトライアスロン大会。 

今年度は県内外から300名のスペシャリスト達が熱い戦いを見せます。 

開催日時：平成27年7月19日（日）午前９：００競技スタート 

開催場所:マリンパークねずがせき 

主催者名 :第３０回記念温海トライアスロン大会実行委員会 温海体育協会 

お問い合せ：第３０回記念温海トライアスロン大会事務局 

（鶴岡市温海ふれあいセンター内 TEL 070−6615−5030） 

 

◇「御前崎みなと夏祭２０１５」 

実施内容：「御前崎の夏」の体験を通じて海の魅力や自然への敬意を共有するイベントとして毎年

開催。市民ステージ、屋台（出店）、花火大会等を実施。 

開催期間：平成 27年 8月 1 日（土） 

開催場所：マリンパーク御前崎  

お問い合せ： http://www.omaezaki.gr.jp/ （御前崎市観光協会 HP） 

http://www.toyohashi-cci.or.jp/event/minatofes/
http://www.oganavi.com.hanabi/
http://www.omaezaki.gr.jp/


 

◇「帆船〔海王丸〕御前崎寄港」 

実施内容：航海訓練所所属帆船「海王丸」の御前崎寄港。   

     セイルドリル、一般公開等を実施。 

開催期間：平成 27年 8月 14 日（金）～18日（火） 

開催場所：御前崎港中央埠頭岸壁 

お問い合せ： http://www.city.omaezaki.shizuoka.jp/ （御前崎市役所商工観光課） 

 

 

◎ 日本港湾振興団体連合会総会の開催日決定  

 【開催概要】 

  総会開催日：平成 27年 10 月 13 日 14 時 

  開催 場所：今治国際ホテル（愛媛県今治市） 

  講演会は下記の方を予定しております。 

○ 広島大学大学院文学研究科 教授 三浦正幸氏 

○ 大阪商業大学総合経済学部 教授 松尾俊彦氏 

  総会開催のご案内は、7月下旬に発送する予定です。会員多数のご出席をお待ちしております。 

    

 

＊：＊：＊：本メールマガジンに関するお問い合せやご意見、また情報の送り先：＊：＊：＊： 

   日本港湾振興団体連合会事務局 

  〒105-0002 港区愛宕１－３－４  

  TEL：03-5776-0630    FAX：03-5776-0631    

e-mail：bcf06323@nifty.com 
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